
井
原
町
ま
ち
づ
く
り
の
会

（
落
合
政
満
会
長
・
つ
ど
え

～
る
登
録
団
体
）
主
催
の
井

原
桜
ま
つ
り
が
４
月
６
日
、

好
天
の
下
で
開
催
さ
れ
、
内

外
か
ら
訪
れ
た
多
く
の
花
見

客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

例
年
、
桜
の
開
花
情
報
に

気
を
も
む
行
事
で
す
が
、
今

年
は
見
事
に
満
開
。
午
前
８

時
45
分
、
井
原
公
民
館
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
参
加
者
が
約
１
時
間
ほ
ど

で
桜
橋
公
園
に
到
着
す
る

と
、
道
中
お
ど
り
一
行
も
井

原
音
頭
な
ど
の
曲
に
乗
っ
て

会
場
入
り
。
ま
つ
り
に
花
を

添
え
ま
し
た
。

開
会
式
で
落
合
会
長
が
行

事
の
運
営
に
関
わ
っ
て
い
る

人
た
ち
へ
謝
意
を
表
し
、
続

い
て
来
賓
の
加
藤
勝
信
財
務

大
臣
や
大
舌
勲
市
長
、
上
田

勝
義
県
議
が
「
井
原
の
桜
と

華
や
か
な
イ
ベ
ン
ト
を
み
ん

な
で
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」

と
祝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

午
前
10
時
20
分
、
勇
壮
な

和
太
鼓
で
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
を

飾
り
、
井
原
中
学
校
吹
奏
楽

部
・
ア
マ
チ
ュ
ア
バ
ン
ド
・

エ
レ
ク
ト
ー
ン
の
演
奏
、
太

極
拳
・
子
ど
も
神
楽
・
傘
お

ど
り
・
銭
太
鼓
な
ど
が
次
々

と
披
露
さ
れ
、
会
場
を
盛
り

上
げ
ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
で
３
月
23

日
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

開
か
れ
ま
し
た
。

２
月
に
同
事
務
局
で

利
用
拡
大
を
検
討
し
て

い
た
際
、
「
広
い
１
階

を
店
舗
と
し
て
使
っ
た

ら
」
と
の
考
え
か
ら
、

実
施
を
決
定
。
出
店
者

を
井
原
市
民
に
限
定
し

開
催
し
た
も
の
。

午
前
10
時
に
オ
ー
プ

ン
。
玄
関
回
り
で
は
鉢

花
や
新
鮮
野
菜
を
販

売
。
館
内
に
入
る
と
団

体
や
個
人
な
ど
17
の
店

へ
日
用
雑
貨
や
衣
類
、
メ
ダ

カ
や
ぬ
い
ぐ
る
み
、
シ
フ
ォ

ン
ケ
ー
キ
や
手
芸
品
な
ど
、

多
種
多
彩
な
品
々
が
ズ
ラ

リ
。
訪
れ
た
人
た
ち
は
お
手

軽
価
格
で
買
い
求
め
て
い
ま

し
た
。

つ
ど
え
～
る
関
係
者
は

「
７
年
度
も
２
～
３
回
程
度

開
催
し
た
い
」
と
話
し
て
い

ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ん
し
ん

（
つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
）

が
３
月
15
日
、
つ
ど
え
～
る

で
防
災
講
演
会
を
開
催
し
、

市
民
約
20
人
が
受
講
し
ま
し

た
。冒

頭
、
大
郷
隆
久
理
事
長

が
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
ん
し
ん

は
平
成
25
年
設
立
以
来
、
法

律
と
防
災
の
２
部
門
に
力
を

注
い
で
参
り
ま
し
た
。
本
日

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
」
と
挨
拶
。

続
い
て
同
法
人
理
事
の
猪

原
孝
弘
防
災
士
＝
写
真
円
内

＝
が
約
90
分
間
〝
災
害
か
ら

命
を
守
る
自
助
・
共
助

平

素
の
備
え
命
つ
な
ぐ
〟
を
テ

ー
マ
に
講
演
。

大
き
な
爪
痕
を
残
し
た
平

成
30
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨

や
能
登
半
島
地
震
な
ど
の
特

性
を
ス
ラ
イ
ド
で
解
説
す
る

と
と
も
に
、
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
を
見
据
え
た
地
域
の

自
主
防
災
計
画
の
必
要
性
等

を
強
調
し
ま
し
た
。

最
後
に
受
講
者
へ
様
々
な

な
防
災
グ
ッ
ズ
が
進
呈
さ
れ

ま
し
た
。

つ
ど
え
～
る
登
録
団
体
の

音
楽
療
法
で
若
返
り
教
室

（
野
宮
弘
恵
代
表
）
が
５
月

31
日
（
土
）
に
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

同
教
室
の
受
講
者
は
約
30

人
、
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
教
室

は
約
10
人
が
つ
ど
え
～
る
や

高
屋
公
民
館
で
毎
月
２
回
、

音
楽
を
通
し
て
若
返
り
や
健

康
活
動
を
展
開
中
。

こ
の
た
び
の
公
開
講
座
は

二
つ
の
教
室
が
合
体
し
た
形

で
行
わ
れ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人
全
国
空
き

家
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
協
議
会
岡

山
県
井
原
支
部
が
つ
ど
え
～

る
で
５
月
９
日
、
井
原
市
未

来
創
造
会
議
を
開
き
ま
す
。

〝
人
口
減
少
と
空
き
家
問

題
に
立
ち
向
か
い
、
持
続
可

能
な
地
域
を
共
に
築
く
〟

〝
あ
な
た
の
経
験
、
情
熱
が

必
要
で
す
〟
〝
な
ぜ
い
ま
井

原
市
未
来
創
造
会
議
が
必
要

な
の
か
？
〟
と
い
っ
た
内
容

に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

会
議
終
了
後
、
懇
親
会
（
実

費
）
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
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～
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第
11
回
つ
ど
え
～
る
健
康

ウ
ォ
ー
ク
（
井
原
ま
ち
歩
き

の
会
・
つ
ど
え
～
る
共
催
）

が
４
月
21
日
、
好
天
の
下
で

実
施
さ
れ
、
23
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

一
行
は
午
前
９
時
50
分
、

井
原
市
芳
井
町
簗
瀬
の
桜
渓

塾
に
到
着
。
当
時
の
塾
を
偲

び
つ
つ
、
興
譲
館
初
代
館
長

阪
谷
朗
盧
と
渋
沢
栄
一
の
関

わ
り
を
学
び
ま
し
た
。

少
し
下
っ
た
と
こ
ろ
に
あ

る
妙
善
寺
に
立
ち
寄
り
集
合

写
真
を
パ
チ
リ
。
そ
こ
か
ら

15
分
も
歩
く
と
急
坂
が
続
く

青
龍
神
社
。
十
輪
院
で
は
参

加
者
の
多
く
が
納
経
帳
へ
御

朱
印
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

さ
ら
に
10
分
ほ
ど
歩
く
と

文
化
元
年
創
業
の
山
成
酒
造

へ
。
令
和
６
年
３
月
、
国
の

登
録
有
形
文
化
財
と
な
っ
た

店
舗
兼
主
屋
や
酒
蔵
、
離
れ

座
敷
や
山
成
家
に
つ
い
て
の

説
明
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

近
く
の
緒
方
研
堂
旧
宅
前

で
は
、
井
原
ま
ち
歩
き
の
会

の
森
昭
二
前
会
長
が
研
堂
に

つ
い
て
詳
解
。
葉
桜
が
美
し

い
小
田
川
土
手
下
で
昼
食
を

と
り
な
が
ら
休
憩
し
、
再
び

桜
谷
公
園
に
戻
っ
て
約
４
㎞

の
歴
史
探
訪
健
康
ウ
ォ
ー
ク

を
終
え
ま
し
た
。

国
連
が
定
め
た
持
続
可
能

な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
。
つ

ど
え
～
る
で
は
そ
の
13
番
目

の
「
気
候
変
動
に
具
体
的
な

対
策
を
」
に
呼
応
し
て
、
環

境
に
優
し
い
植
物
を
育
て
る

運
動
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
一
環
と
し
て
４
月
13

日
、
事
前
に
申
し
込
ん
だ
井

原
市
民
百
人
へ
井
原
高
校
精

研
農
場
で
育
っ
た
ゴ
ー
ヤ
の

苗
（
一
人
６
鉢
）
と
栽
培
の

手
引
を
無
料
配
布
し
ま
し
た

（
写
真
上
）
。
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の
事
業
は
、
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性
植

物
の
〝
緑
の
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ン
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で

強
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日
差
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を
遮
り
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（
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Ｏ
２
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量
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削
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る
省
エ
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に
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よ
う
と
、
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０
２
１

年
か
ら
行
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て
い
る
も
の
で

す
。苗

を
受
け
取
っ
た
木
之
子

町
の
男
性
は
「
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ー
ヤ
は
成
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す
れ
ば
食
べ
ら
れ
る
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楽
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み
。
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切
に
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て
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つどえ～るの２０２４年度（令和

６年度）年間利用者数は１３，２４
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９９９人）と対前年度比で約４．７

％増加しました。

施設利用は多岐にわたっているも

のの登録団体等の活動は依然、横ば

い傾向にあります。

井原市文化協会洋画部（つどえ～

る登録団体・妹尾均部長）がつどえ

～るで３月２５日～４月１３日、

“春”を描いた作品展を開きました。

１階フリースペースへ展示された

のは、桜並木が続く井原堤の風景画

など１６点。駐車場利用で立ち寄っ

た観光客らは「ここでも花見ができ

ますね」と目を細めていました。
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注）倉庫の使用はご遠慮願います
注）ゴミは各自お持ち帰り願います

【２階】有料会議室（机15・椅子30）
9：00～17：00 １時間 200円
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冷暖房は１時間 100円
【休館日】月曜日、祝日、年末年始

注）月曜日が祝日の場合、
翌日の火曜日は休館

注）ご利用には事前の申し
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